
お
ら
ほ
の
仲
間
っ
こ
 

町冷熱
麟
畿
難」い
慌
洲
鯉
無

聾
浮
 

』
 

今回も、 『母と子の
料理教室』で作ったメ
ニューです。お料理を
したことがある子むき。 
さばのかわりにあじ、 
いか、いわしの魚でも
おいしいです。皆さん
もどうぞお試し下さい。 

毎
月
第

一
・
三
月
曜
日
の
一
一

回
、
中
央
公
民
館
の
調
理
室
を

会
場
に
、
健
康
を
考
え
な
が
ら

手
軽
に
で
き
る
「
料
理
教
室
」
 

（講
師

n
毛
内
レ
ツ
）
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。
 

現
在
の
生
徒
数
は
ニ
十
名
。
 

べ
一
で
フ
ンの
主
婦
を
中
心
に
、
 

四
月
に
入
会
し
た
ば
か
り
の
か

わ
い
い
新
妻
が
四
人
と
男
性
が

一
人
。
会
費
は
、

一
回
五
百
円
。
 

料
理
教
室
の
お
も
し
ろ
い
特

徴
は
、
生
徒
で
も
あ
る
主
婦
た

ち
が
自
分
の
畑
で
育
て
た
ト

マ

ト
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ピ
ー
マ
ン
、
 

人
参
等
の
野
菜
を
持
ち
寄
り
、
こ

れ
が
メ
ニ
ュ
ー
の
メ
イ
ン
に
な
る

事
で
す
。
 

メ
ニ
ュ
ー
は
、
全
て
講
師
の
毛

内
さ
ん
に
よ
る
も
の
で
、
和
食
、
 

洋
食
、
中
華
と
な
ん
で
も
試
し
て

み
ま
す
。
生
徒
さ
ん
か
ら
の
要
望

が
あ
れ
ば
新
し
い
料
理
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
調

理
作
業
で
は
、
料
理
の
材
料
説
明

と
調
理
工
程
で
気
を
つ
け
る
点
を
 
 指

導
し
た
後
、
五
人
づ
つ
四
班
に

分
か
れ
て
調
理
に
入
り
、
出
来
上

が
っ
た
料
理
は
、
も
ち
ろ
ん
昼
食

が
わ
り
に
全
員
で
食
べ
な
が
ら
、
 

次
回
に
向
け
て
反
省
し
ま
す
。
 

農
家
の
多
い
金
木
町
な
ら
で
は

の
季
節
の
旬
の
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
「
料
理
教
室
」
。
男
性

の
方
も
大
歓
迎
で
す
の
で
ご
夫
婦

そ
ろ
っ
て
来
て
見
ま
せ
ん
か
？
・

連
絡
先
 
中

央
公
民
館
 

容
五
三
ー
三
五
八

一
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出

稼
ぎ
と
国
民
年

金
 

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
農
業
 

・

漁
業
・
自
営
業
・
学
生
な
ど
の

第

一
号
被
保
険
者
、
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
や
公
務
員
な
ど
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
第
二
号
 

こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん
 

  

  

  

被
保
険
者
、
そ
し
て
第
二
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

の
第
「
盲
万
被
保
険
者
と
、
三
種
類

に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

農
業
や
漁
業
の
方
な
ど
が
夫
婦

で
出
稼
ぎ
に
行
き
、
そ
の
先
で
厚

生
年
金
に
加
入
す
る
と
、
二
人
と

も
第

一
号
被
保
険
者
か
ら
第
二
号

被
保
険
者
へ
種
別
が
変
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
夫
が
出
稼

ぎ
に
行
き
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
、
 

妻
が
夫
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者

に
認
定
さ
れ
る
と
、
夫
は
第
二
号

被
保
険
者
、
妻
が
第
一言
万
被
保
険

者
と
な
り
ま
す
。
 

 

へ
 

ど
ち
ら
の
場
合
も
、
夫
婦
と
も

に
国
民
年
金
の
種
別
が
変
わ
り
ま

す
か
ら
、
市
町
村
の
役
場
に
届
け

出
が
必
要
で
す
。
届
け
出
を
す
る

と
、
夫
婦
と
も
国
民
年
金
の
保
険

料
を
納
め
る
必
要
が
な
く
な
り
ま

す
。
 

出
稼
ぎ
先
を
退
職
し
て
帰
っ
て

き
た
と
き
に
は
、
夫
婦
と
も
元
の

第

一
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
の

で
、
そ
の
時
に
も
忘
れ
ず
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

あ
な
た
の
将
来
の
た
め
に
大
切

な
年
金
で
す
。
届
け
出
を
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

  

A料理に入る前に皆さんをパチリ 

●おさかなの力レー 
材料（ 4 人分） 

さば ・・・1枚（半身になったもの） 
⑧（しょうが汁・しょう油・酒…各大サジ 1) 
小麦粉・油・・・各大サジ 2 	玉ねぎ ・・・1個
トマト 
油 	・・・大サジ 1 	水 	・・・カップ 3 
カレールウ・・・80 g 	ごはん ・・・800 g 

作り方 
①さばは、12個に切り、④に釦分漬ける。 
②玉ねぎは皮をむき、薄切りにする。トマトはくし形 

に切る。ピーマンは食べやすい大きさに切る。 
③さばを汁から取り出し、汁気をとったら、小麦粉を 

まんべんなくまぶしたら油で焼く。 
④鍋に油を熱し、玉ねぎをきつね色になるまで妙め、 

水を入れ、煮立ったらカレールウを入れ弱火で煮る。 
ピーマン、さば、トマトを入れ1 -2分煮る。 

つがる弁ロロ ズ 
8月の答え「雨がやんでしまった」か「ドシャ 
降りの雨だった」でした。 

当選者 野辺地町 星野 美子さん 
9月号のクイズは、お休みさせて頂きます。 



ト職業 船岡駐屯地 

第 2 施設団本部付隊 

ト氏 名 七戸 真由美 

ト年 齢 24歳 

ト出身地 金木町芦野200-355 

1 
、 

A出稼ぎ者の安全を祈願 

出
稼
ぎ
に
よ
る
事
故
を
な
く
そ

う
ー

と
八
月
十
七
日
、
中
央
公

民
館
に
出
稼
ぎ
者
約
七
十
人
が
集

ま
り
「
出
稼
ぎ
就
労
者
組
合
定
例

総
会
並
び
に
安
全
就
労
大
会
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
 

金
木
町
出
稼
ぎ
就
労
者
組
合
 

（
組
合長
H
田
中
勇
治
）
の
総
会

に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
安
全
就
労
 

大
会
で
は
、
神
事
に
よ
り
出
稼
ぎ

者
の
安
全
を
祈
願
し
た
後
、
出
稼

ぎ
就
労
物
故
者
へ
の
黙
祷
を
捧
げ

ま
し
た
。
 

金
木
町
か
ら
は
、
冬
期
間
を
含

め
年
間
約
九
百
七
十
人
が
主
に
神

奈
川
、
東
京
、
愛
知
方
面
に
冬
期

間
出
稼
ぎ
し
て
お
り
出
席
者
は
 

「明
る
く
健
全
で
、
事
故
の
な
い

出
稼
ぎ
を
し
よ
う
」
と
誓
い
合
い

ま
し
た
。
 

事

故
の
な
い

出

稼
ぎ

を

5
 

金
木
町
消
防
団
 

定
期
観
閲
式
 

九
月
五
日
、
金
木
町
消
防
団
 

（
団長
H
櫛
引
幸
雄
）
の
平
成
七

年
度
金
木
町
消
防
団
定
期
観
閲
式

が
行
わ
れ
、
本
町
前
で
見
事
な
分

列
行
進
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
 

分
列
行
進
に
は
金
木
幼
稚
園
幼

年
消
防
ク
ラ
ブ
を
先
頭
に
、
消
防

団
員
、
嘉
瀬
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
等

百
九
十
人
が
参
加
し
、
田
中
町
長

の
観
閲
を
受
け
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
金
木
消
防
署
前
で
人

員
・
姿
勢
や
車
両
・
機
械
具
点
検

を
受
け
嘉
瀬
婦
人
ク
ラ
ブ
の
軽
可

搬
ポ
ン
プ
に
よ
る
消
火
訓
練
、
町
 

消
防
団
員
の
放
水
訓
練
等
が
次
々

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
消
防

功
労
者
を
表
彰
し
、
田
中
町
長
の

講
評
、
櫛
引
団
長
の
訓
示
が
あ
り

ま
し
た
。
消
防
功
労
者
は
次
の
と
 

お
り
。
 

（敬
称
略
）
 

▼
町
消
防
団
長
表
彰
 
角
田
修
一

工
藤
秀
光
 
前
田
久
 
鳴
海
恭

治
 
原
田
英
治
 
伊
藤
稔
 
桜
庭

昭
夫
▼
町
消
防
団
退
職
功
労
表
彰

其
田
輝
夫
 
工
藤
義
光
 
泉
谷
唯

男
 
木
立
久
雄
▼
津
軽
北
部
地
区

幼
少
年
婦
人
防
火
委
員
会
長
表
彰

金
木
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
 

▲見事な分列行進 
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ま
ち
の
で
き
ご
と
 

(
 

六
年
前
に
高
校
を
卒
業
し
、
自

衛
隊
に
入
隊
し
た
私
も
、
早
い
も

の
で
も
う
二
十
四
歳
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
 

私
は
、
今
現
在
宮
城
県
に
住
ん

で
い
ま
す
が
、
気
候
が
良
く
な
か

な
か
快
適
な
生
活
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
主
な
仕
事
は
事
務
で
す
が

そ
れ
以
外
に
も
年
に
数
回
、
山
に

一
週
間
ほ
ど
入
る
と
い
う
自
衛
隊

な
ら
で
は
の
実
習
も
あ
り
ま
す
。
 

自
衛
隊
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と

思
う
こ
と
は
、
私
の
迷
彩
服
姿
が

男
の
人
に
負
け
な
い
ほ
ど
カ
ッ
コ

イ
イ
と
い
う
事
と
、
大
型
自
動
車

の
免
許
が
と
れ
た
と
い
う
事
。
私

通
免
許
を
持
っ
て
い
な
か

で
、
生
ま
れ
て
初
め
て
運

車
が
大
型
自
動
車
で
し
た
。
 

j
 

そ
の
時
私
は
二
十
一
歳
。
毎
日
毎

日
ド
キ
ド
キ
緊
張
と
不
安
の
中
で

過
ご
し
た
事
を
今
で
も
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
ち
な
み
に
私
の
身
長
は

百
五
十
二
m
と
低
い
け
れ
ど
ち
ゃ

ん
と
と
れ
ま
し
た
の
で
、
身
長
が

低
く
て
大
型
免
許
の
取
得
を
諦
め

て
い
る
方
は
自
信
を
持
っ
て
挑
戦

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
 

そ
し
て
、
何
と
い
っ
て
も
こ
の

六
年
間
無
事
に
過
ご
し
て
こ
れ
た

の
も
ひ
と
え
に
一
緒
に
仕
事
を
し

て
い
る
方
々
の
お
か
げ
だ
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。
本
当
に
楽
し
い
人

達
で
毎
日
和
気
あ
い
あ
い
と
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
金
木
町

の
皆
さ
ん
特
に
私
の
母
校
「
金
木

高
校
」
の
皆
さ
ん
、
是
非
一
度
見
 

津
繰
来
て
ほ

Aー
→

L
 



津
軽
三
味
線
の
発
祥
の
地
、
金

木
町
。
そ
し
て
、
津
軽
三
味
線
の

元
祖
と
い
わ
れ
る
金
木
町
神
原
出

身
の
仁
太
坊
（
本
名

H
秋
元
仁
太

郎
）
を
し
の
ん
で
八
月
九
日
か
ら

町
内
の
商
店
を
中
心
に
仁
太
坊
ま

つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
あ
す
な
ろ
商
店
会
が
主

催
し
た
も
の
で
、
仁
太
坊
が
商
店

の
前
に
門
付
け
し
、
三
味
線
を
弾
 

い
て
生
活
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
 

当
時
を
し
の
ん
で
演
奏
家
に
よ
る

街
頭
演
奏
会
が
昨
年
に
続
い
て
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

斜
陽
館
前
で
演
奏
さ
れ
た
十
日

に
は
、
大
篠
和
雄
さ
ん
や
山
上
進

さ
ん
ら
六
人
が

「
津軽
じ
ょ
ん
が

ら
節
」
等
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

思
い
が
け
な
い
津
軽
三
味
線
の

街
頭
演
奏
に
観
光
客
や
町
民
か
ら

盛
ん
な
拍
手
を
お
く
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
 

仁

太
坊
ま
つ
り
盛
大
に
 

第
七
十
七
回
全
国
高
校
野
球
選

抜
選
手
権
大
会
で
甲
子
園

一
勝
を

挙
げ
た
本
県
代
表
の
山
田
高
校
。
 

そ
の
甲
子
園
の
舞
台
で
活
躍
し
た

金
木
町
出
身
の
三
人
が
八
月
二
十

一
日
、
田
中
勇
治
町
長
に
結
果
報

告
と
甲
子
園
の
砂
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
訪
れ
ま
し
た
。
 

町
役
場
を
訪
れ
た
の
は
、
十
九

日
に
帰
青
し
た
ば
か
り
の
小
野
泰

弘

（
捕
手）
、中
谷
幸
治

（
選手
）
、
 

浅
田
学
君

e
三
人
。
 

田
中
町
長
は
、
 
「奮
闘
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
、
野
球

で
鍛
え
た
精
神
を
生
か
し
て
下
さ

い
。
」
と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か

け
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
三
人

が
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
 

と
述
べ
、
続
け
て
、
 「高
校
三
年

生
の
今
、
こ
の
先
の
進
路
や
野
球

を
や
り
続
け
る
か
ど
う
か
等
ま
だ

決
め
て
い
ま
せ
ん
。
」
と
話
し
、
 

大
舞
台
で
全
力
を
出
し
き
っ
た
後

の
安
堵
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
後
三
人
は
、
田
中
町
長
に
様
々

な
思
い
の
こ
も
っ
た
甲
子
園
の
砂

を
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。
 

甲
子

園
の
砂
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
 

▲田中町長に砂のプレゼントを手渡す 
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白菜をおいしく漬ける 

半日ぐらい天日で干す 

白
菜
を
お
い
し
く
漬

け
る
に
は
、
必
ず
新
鮮

な
材
料
を
使
う
よ
う
に

し
ま
し
よ
う
。
 

白
菜
は
、
縦
四
つ
の

割
る
か
六
つ
に
割
り
ま

す
。
根
元
に
切
り
込
み

を
入
れ
て
、
手
で
さ
く
 

よ
ー
つ
に
して
割
り
ま
す
。
切

り
口
を
上
に
し
て
、
半
日
ぐ

ら
い
天
日
で
干
し
ま
し
ょ
う
。
 

直
射
日
光
に
当
て
る
と
、
甘

味
が
出
ま
す
。
干
し
た
後
は

よ
く
水
洗
い
を
し
て
、
軽
く

水
を
切
り
ま
す
。
 

白
菜
漬
け
は
、
下
漬
け
を

し
た
後
に
本
漬
け
を
し
ま
す
。
 

下
漬
け
は
、
白
菜
と
塩
だ
け

で
漬
け
ま
す
。
白
菜
二
株
（約

五
キ
ロ
）
に
対
し
て
塩
百
一
一

十
五
グ
ラ
ム
（
白
菜
の
重
さ

の
二
・
五
％
）
で
漬
け
込
み

ま
す
。
容
器
の
底
に
分
量
を
計
っ
た

塩
の
一
部
を
ふ
り
、
白
菜
の
切
り
ロ

を
上
に
し
て
葉
と
茎
を
交
互
に
一
列

に
並
べ
、
そ
の
上
に
塩
を
ふ
っ
て
い

き
ま
す
。
二
段
目
以
降
も
同
じ
要
領

で
、
こ
れ
を
繰
り
返
し
ま
す
。
上
段

に
な
る
ほ
ど
、
塩
を
少
し
ず
つ
多
め

に
な
る
よ
う
に
ふ
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

漬
け
終
わ
っ
た
ら
上
か
ら
き
つ
く

押
し
、
容
器
よ
り
一
回
り
小
さ
め
の

押
し
ぶ
た
を
乗
せ
、
白
菜
の
二
倍
の
 
 重

さ
の
重
し
を
置
き
ま
す
。
二
、
一
一
一

日
す
る
と
白
菜
の
か
さ
が
減
り
、
水

が
上
が
っ
て
き
ま
す
。
こ
こ
ま
で
が
、
 

下
漬
け
で
す
。
 

本
漬
け
に
は
、
ユ
ズ
ー
個
（
輪切

り
）
、赤
唐
が
ら
し
二
、
三
本
（
へ
た

を
取
り
、細
か
く
刻
ん
で
種
を
出
す
）
、
 

コ
ン
ブ
三
十
セ
ン
チ
（
砂
や
汚
れ
を
 

取
り
、
細
切
り
に
す
る
）
を

用
意
し
ま
す
。
下
漬
け
を
し

た
白
菜
を
取
り
出
し
、
水
を

捨
て
ま
す
。
容
器
に
は
下
潰

け
で
上
に
あ
っ
た
も
の
が
下

に
な
る
よ
う
に
漬
け
込
ん
で

い
き
、
 一
段
こと
に
用
意
し

た
ユ
ズ
、
赤
唐
が
ら
し
、
コ

ン
ブ
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
 

漬
け
込
ん
だ
後
に
押
し
ぶ

た
を
し
て
重
し
を
乗
せ
ま
す

が
、
下
漬
け
よ
り
も
軽
量
で
、
 

白
菜
と
同
じ
重
さ
の
も
の
を

使
い
ま
す
。
水
が
出
た
ら
重
 

し
を
さ
ら
に
軽
く
し
、
覆
い
を
し
て

涼
し
い
場
所
に
置
き
ま
し
ょ
う
。
四
 

5
五
日
も
す
る
と
、
お
い
し
い
白
菜

漬
け
の
出
来
上
が
り
で
す
。
 



平成 7年10月 1 日（日） 

●国勢調査 

9月下旬から調査員がお伺いします。 

総務庁統計局 	 青森県 

国勢調査にあわせて金木町町民意
識調査もお願い致します。ご家族の
どなたを対象としても結構ですので 

、率直なご意見をお聞かせ下さい。 ノ 

10月1日は、 
国勢調査 

奄を~ 

10月1日、全国一斉に 5年に1度の

国勢調査が行われます。日本に住ん

でいるすべての人が対象です。 

ご協力をお願いします。 

	 HIII III川川~広報かなぎ ⑩ 

●
か
な
ぎ公
民
館
ブラ
イ
ダル
情
報
・
 

こ
の
度
め
で
た
く
「
か
な
ぎ
公
民
館
ブ
ラ
イ
ダ
ル
」
 
（
企
画・
進
行
H
 

事
務
局
「
金
木
町
中
央
公
民
館
」
）
に
よ
り
カ
ッ
プ
ル
と
な
ら
れ
た
若
い

お
二
人
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

金
木
小
相
撲
部
 

東
北
大
会
準
優
勝
 

HAPPY 

g
 

n
 

.
1
 d

 
d
 

e
 

W
 

★
ご
結
婚
を
ご
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
金
木
町
中
央
公
民
館
 

に
ご
相
談
下
さ
い
。
す
べ
て
事
務
局
が
手
配
い
た
し
ま
す
。
 

(
TE
L
5
3
1
3
5
8
1
)
 

八
月
二
十
日
、
仙
台
市
宮
城
相
撲

場
で
行
わ
れ
た
第
十
四
回
東
北
学
童

相
撲
大
会
に
お
い
て
、
金
木
小
学
校

相
撲
部
（
監
督
H
白
川
勝
信
・
コ

ー
 

チ
H
蒔
田
七
三
郎
）
が
準
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
東
北
六
県
か
ら
一
一

十
四
チ
ー
ム
、
百
七
十
一
名
の
代
表

選
手
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

試
合
は
、
中
村
陽
仁
、
田
中
誠
純
、
 

長
尾
和
明
、
福
士
孔
、
松
尾
大
志
、
 

新
岡
秀
一
、
川
口
真
史
君
が
団
体
予

選
リ
ー
グ
戦
を
三
勝
十
四
点
と
ト
ツ

プ
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
勝
ち
進

み
、
二
年
連
続
優
勝
を
目
指
し
た
も

の
の
、
決
勝
で
森
田
小
学
校
に
二
対

三
で
惜
敗
し
て
準
優
勝
と
な
り
ま
し

た
。
 

金
中
相
撲
部
 

東
北
大
会
三
位
 

八
月
九
日
、
宮
城
県
栗
駒
町
営
相

撲
場
で
行
わ
れ
た
第
十
六
回
東
北
中

学
校
相
撲
大
会
で
金
木
中
学
校
（
監

督
【
小
田
桐
登
・
コ
ー
チ
H
蒔
田
正

信
）
が
団
体
三
位
入
賞
を
果
た
し
ま

し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
七
月
に
行
わ
れ
た

東
北
六
県
の
各
県
大
会
を
勝
ち
抜
い

た
団
体
二
十
四
校
と
個
人
百
八
人
が
 

葛川野
西口 呂 

新
岡
 

松
尾
 

蛸
島
 

田
中
 

中
村
 

平
川
 

参
加
し
て
行
わ
れ
、
金
中
相
撲
部
団

体
の
増
田
匡
紀
、
洋
田
匡
宏
、
白
川

元
寛
君
が
堂
々
の
三
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。
 

金
中
ク
ラ
ブ
県
少
年

野
球
大
会
準
優
勝
 

東
奥
日
報
社
、
県
軟
式
野
球
連
盟

主
催
の
第
二
十
六
回
県
少
年
軟
式
野

球
大
会
中
学
の
部
が
町
運
動
公
園
で

八
月
十
九
、
二
十
日
、
二
十
六
日
の

三
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
金
木
中

ク
ラ
ブ
が
準
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
県
内
の
地
区
予
選

を
勝
ち
抜
い
た
十
チ
ー
ム
が
出
場
。
 

金
木
中
ク
ラ
ブ
は
、
準
決
勝
ま
で

順
調
に
勝
ち
進
ん
だ
が
決
勝
で
惜
し

く
も
東
北
東
中
ク
ラ
ブ
に
一
点
差
で

敗
れ
て
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。
 

金
木
町
小
学
校
 

相
撲
大
会
 

【団
体
】
 

一
 

一
 
一
 

三
 

【個
人
】
 
 

木
下
 
幸
輔

（
嘉瀬
）
 

中
谷
 
泰
成
（
川
倉
）
 

白
川
 
遼
介

（川
倉
）
 

三
潟
 
幸
弘

（
金
木）
 

田
中
 
宏
介

（金
木
）
 

卓
司
（
嘉
瀬
）
 

真
史

（金
木
）
 

恭
太
（
嘉
瀬
）
 

秀

一
 
（金
木
）
 

大
志

（金
木
）
 

祥
太
（
嘉
瀬
）
 

誠
純
（
金
木
）
 

陽
仁
（
金
木
）
 

隼
 
（嘉
瀬
）
 

第
三
回
金
木
町
 

チ
ャ
リ
テ
イ

コ
ン
ぺ
 

金
木
町
長
杯
A
ク
ラ
ス
 

一
 
位
 
米
谷
 
洋
一
 

］
一
 位
 
花
田
 
公
仁
 

三
 
位
 
松
谷
 
清
勝
 

金
木
町
商
工
会
長
杯
B
ク
ラ
ス
 

一
 
位
 
葛
西
 
鎮
夫
 

一
一
 位
 
蛸
島
 

健
 

三
 
位
 
前
田
 
昭
一
 

金
木
町
商
工
会
青
年
部
長
杯
レデ
ィ
ス
 

一
 
位
 
春
藤
真
理
子
 

一
一
 位
 
其
田
 
良
子
 

三
 
位
 
坂
本
え
り
子
 

位位位 

嘉金金 
瀬木木 
AA B 

一
年
の
部

一
 
位

一
一
 位

三
 
位
 

ニ
年
の
部

一
 
位
 
佐 鈴其高
藤 木田橋 

広
慈
（
川
倉
）
 

学
 
（川
倉
）
 

遼
 
（
嘉
瀬
）
 

伸
栄
（
嘉
瀬
）
 

六 
三二一年三二一年三二一年三二一年三二 

の 	の 	の 	の 
位位位部位位位部位位位部位位位部位位 



あ
な
た

の
善
意
あ

り

が

と
う
ご
ざ

い
ま
す
 

結石の所在部位 

食
生
活
の
欧
米
化
に
よ
っ
て
最

近
胆
石
症
が
増
え
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
町
の
集
団
検
診
の

と
き
の
胆
石
の
超
音
波
検
査
で
も

胆
石
を
指
摘
さ
れ
る
人
は
十
か
ら

二
十
人
程
度
あ
り
ま
す
。
胆
石
は

発
見
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
す
ぐ

手
術
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
放
っ

て
お
く
と
い
ろ
い
ろ
な
合
併
症
を

引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
に
つ
い
て
今
回
は
少
し
述
べ

て
み
ま
す
。
 

1
．
痩
痛
発
作
 

こ
れ
は
胆
石
が
胆
嚢
の
出
口
 

（
胆
嚢
管
）
や胆
管
の
出
口
（
十

二
指
腸
）
に
は
ま
り
こ
ん
だ
り
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
、
右
の

肋
骨
の
下
や
み
ぞ
お
ち
の
部
分
が

痛
み
ま
す
。
胆
嚢
炎
や
胆
管
炎
の

原
因
と
な
り
、
早
急
に
何
ら
か
の

治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
が
慢
性
化
す
る
と
次
の
肝
障
害
 
 な

ど
に
進
ん
で
い
き
ま
す
。
 

2
．
肝
障
害
 

胆
石
が
長
期
化
す
る
と
胆
汁
の

流
れ
が
障
害
さ
れ
て
肝
機
能
が
悪

く
な
っ
た
り
、
黄
痘
に
な
っ
た
り

し
ま
す
。
そ
の
た
め
胆
管
に
胆
石

が
で
き
た
場
合
は
そ
れ
を
取
り
除

く
処
置
（
手
術
が
一
般
的
）
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
 

3
・
勝
炎
 

と
き
に
胆
石
に
よ
る
勝
炎
を
起

こ
す
こ
と
も
あ
り
、
背
中
の
痛
み

と
な
っ
て
現
れ
ま
す
。
ひ
ど
い
勝

炎
の
場
合
は
緊
急
手
術
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
胆
石
が
原
因
の
庫
炎
を
繰
り

返
す
場
合
は
早
め
に
胆
石
の
手
術

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

4
，
癌
化
 

胆
石
を
長
期
間
放
っ
て
お
く
と

癌
化
す
る
こ
と
も
あ
り
、
胆
嚢
癌

な
ど
で
は
胆
石
を
合
併
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
の
ほ
か
に
も
胆
石
は
慢
性
の

胆
嚢
炎
や
胆
管
炎
と
な
っ
て
、
痛

み
・
発
熱
さ
ら
に
黄
痘
な
ど
を
繰

り
返
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。
最
近

胆
石
の
治
療
法
も
か
な
り
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
が
、
症
状
の
な
い

人
や
合
併
症
の
み
ら
れ
な
い
胆
石

で
は
カ
メ
ラ
（
内
視
鏡
）
に
よ
る

手
術
も
導
入
さ
れ
て
お
り
、
以
前

の
よ
う
な
大
き
く
お
な
か
を
切
る

手
術
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
術
後
の
傷
の
痛
み
も
少
な

く
、
普
通
翌
日
か
ら
食
事
を
と
れ

非
常
に
回
復
が
早
い
の
が
特
徴
で

す
。
胆
石
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
方

は
内
科
あ
る
い
は
外
科
の
医
師
に

よ
く
相
談
を
し
て
、
適
切
な
指
導

を
受
け
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

（
敬
称
略
）
 

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

沢
田
 
薫
 
五
，

七
三

O
円

金
木
歌
謡
愛
好
会
か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ

カ
ラ
ォ
ケ
発
表
会
の
益
金
 

三
〇
，
〇
〇
〇
円

逢
坂
伸
三
か
ら
父
繁
勝
さ
ん
の
葬
儀
に

寄
せ
ら
れ
た
香
典
の
一
部
 

一
〇
O

，
〇
O
O円

米
谷
甫
か
ら
母
ツ
セ
さ
ん
に
寄
せ
ら
れ

た
香
典
の
一
部
 
五
〇
，

O
〇
〇
円

中
谷
衛
か
ら
父
兵
次
郎
さ
ん
に
寄
せ
ら

れ
た
香
典
の
一
部
 
一
〇
〇
，
〇
〇
〇
円

▼
金
木
町
へ
 

嘉
瀬
商
業
会
か
ら
仮
装
盆
踊
り
大
会
の

祝
儀
な
ど
で
掛
時
計
一
つ
寄
附
し
て
頂
き

ま
し
た
。
 
（こ
れ
は
、
嘉
瀬
西
部
コ
ミ
セ

ン
に
飾
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
）
 

第
八
回
津
軽
の
火
祭
り
で
花
の

2
8
金
木

応
援
団
か
ら
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ビ
ア
ガ

ー
 

デ
ン
」
 
の
収益
金
五
，
〇
〇
〇
円
と
金
木

青
年
活
性
化
推
進
委
員
会
か
ら
「
金
木
青

年
な
ん
で
も
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
 
の
収

益
金
六
，
〇
〇
O
円
そ
し
て
か
な
ぎ
ブ
ラ

イ
ダ
ル
か
ら
「
か
な
ぎ
ブ
ラ
イ
ダ
ル
夜
店

コ
ー
ナ
ー
」
収
益
金
一
〇
，
O
O
O円
を

寄
附
し
て
頂
き
ま
し
た
。
 

▼
金
木
小
学
校
へ
 

第
三
回
金
木
カ
ッ
プ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ

ン
ぺ
に
協
賛
し
た
商
店
と
参
加
者
の
善
意
 

図
書
券
一
〇
〇
？
〇
〇
〇
円
分
 

（協
賛
店
 
和
食
処
あ
い
や
 
青
森
銀
行

青
森
県
信
用
組
合
 
青
森
舗
道
囲
 
ァ
ザ

レ
化
粧
品
 
ウ
ェ
ル
ネ
ス
青
森
⑩
 
小
田

桐
建
設
工
業
脚
 
圃
小
田
桐
精
肉
店
 
男

寿
し
 
金
木
温
泉
旅
館
 
郷
土
割
烹
か
わ

ぱ
た
 
や
き
に
く
亭
香
閑
 
古
川
部
品
 
 

今
神
酒
店
 
今
与
建
設
卿
 
さ
か
き
美
容

院
 
白
兼
ス
ト
ァ
脚
 
白
川
時
計
店
 
ス

ナ
ッ
ク
ア
ム
ー
ル
 
ス
ナ
ッ
ク
純
 
ス
ナ

ッ
ク
捌
 
ス
ナ
ッ
ク
祐
 
住
友
生
命
 
カ

フ
ェ
D
A
Z
A
I
 
津
軽
信
用
金
庫
 
津

島
建
設
脚
 
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ノ

ア
 
ホ
ー
ム
プ
ラ
ザ
角
平
 
圃
前
田
建
材

又
一
商
店
 
松
江
造
花
仏
壇
店
 
松
島

菓
子
店
 
松
橋
工
務
店
 
み
ち
の
く
銀
行

涯
青
工
業
園
 
第
一
生
命
 
ジ
ョ
イ
パ

テ
ィ
オ
 
平
川
工
務
店
 
タ
ケ
ダ
ス
ポ

ー
 

ツ
 
脚
松
谷
製
作
所
 
長
内
呉
服
店
 
角

田
靴
ス
ポ
ー
ツ
店
）
 

ほ
っ
と
ひ
と
息
 

地
域
の
た
め
に

さ
わ
や
か
グ

ル
ー
プ
 

（
会長

n
小
山
内
ト
シ
エ
）
の
会
員
五
人

が
、
見
崎
町
北
口
に
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や

ケ
イ
ト
な
ど
の
五
種
類
の
花
の
苗
を
植
え

た
の
が
今
年
の
六
月
。
あ
れ
か
ら
三
カ
月

の
間
、
高
橋
豚
さ
ん
や
さ
わ
や
か
グ
ル

ー
 

プ
が
草
取
り
ゃ
水
ま
き
を
し
て
下
さ
っ
た

お
か
げ
で
鮮
や
か
な
花
を
咲
か
せ
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

⑩ 	広報かなぎ III II 11111111・ 

金
木
病
院

力
ル

テ

電
 

胆
石
の

合

併
症
 

外
科
部
長
 
唐
 
牛
 
忍
 



の
 窓

 

八
月
届
出
分

お
め
で
と

う
 

電
也

（
寿
夫）
川
 
倉

讐
衝

（達
彦
）
金
 
木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

、
前
田
 
光
一
 
（
昭
一）
神
 
原
 

「
工
藤
 
星
子
（富
民
夫
）
稲
垣
村
 

、
斉
藤
 
潤
一
 
（
竹
春）
嘉
 
瀬
 

「
菊
池
 
有
里
（
保
夫
）
岩
手
県
 

、
山
中
 

一
宏
（
耕
八
郎
）
嘉
瀬
 

「
片
山
 
詠
子
（
光
城
）
木
造
町
 

西浅

村利 
- 

P 
籍
 

喜金川金金嘉 
良 
市木倉木木瀬 

今秋泉岩山須

界谷間中崎 

奈な美み美尋毎でI美み涼I 
緒お咲言歩ほ仁と空く真ま 

竺昇薫各葵巧 

、 

 

ノ 

前年同月比 

△ 24人 

△ 47人 

△ 71人 

22 

8月末現在 

男 5, 998人 

女 6, 6巧人 

計 12, 613人 

世帯数 3, 899 

人

口
と
世
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伝言板 
〇届けました 

8 月26日、金木町大字金
木字菅原12バス停のベンチ
の上に黒色、合皮 2 つ折り
の財布（現金在中）。 
心当たりの方は、金木警察
署落としもの係りまで。 
〇係から 

このコーナーを利用した
い方は役場企画室まで。 
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こ
の
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、
金
木
町
に
住
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有
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い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
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す
。
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載
を
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は
町
民
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際
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だ
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い
。
 

	"mmI川川~広報かなぎ ⑩ 

加松逢木荒工白原

福川坂村関藤川 田 

はじめま して 

咽
、
 

 

遼芋 

也ゃ 

畿
 
か
 

m
  

r
麟
）
一
 

明るく元気に育って欲しい 
〈母 西村京子より） 
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優しく元気な子に育って 
（母 今 明美より） 


